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大会会場 

 神奈川大学 横浜キャンパス（横浜市神奈川区六角橋３－２７－１） 

 

 

交通手段 

■東急東横線「白楽駅」下車 徒歩13分 

■横浜駅西口バスターミナルから横浜市営バスを利用（東神奈川駅西口経由） 

【1 番乗場 36 系統】菅田町/ 緑車庫行−約14分−「神奈川大学入口」または「六角橋西町」下車 

【1 番乗場 82 系統】八反橋/ 神大寺入口行−約14分−「神奈川大学入口」または「六角橋西町」下車 

■片倉町駅前（横浜市営地下鉄）より横浜市営バス利用 

【2 番乗場 36・82 系統】東神奈川駅西口/ 横浜駅西口行−約７分− 「六角橋西町」または「神奈川大学

入口」下車 

事務局のある1号館や入試センター・セレストホールのある16号館へは「神奈川大学入口」で、またシ

ンポジウムなどが多く行われる20・23各号館や神奈川大学生協へ行く場合は「六角橋西町」で下車する

と便利です。 

大会連絡先 

 神奈川大学経済学部 的場昭弘研究室 

 Ｔｅｌ ０４５－４８１－５６６１ 

 E-mail  akihiromatoba25@yahoo.co.jp 
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教室利用表 

  201 301 203 204 210 

23日

（土） 
          

9:00- 

11:00 

A 1968年と出来

事の哲学 

B ハンナ・アーレ

ントの思想の再

検討 

C 「人間」概念の

変容と生命倫理 

D 自由主義思想

の射程 
  

11:10- 

11:55 
奥村勇斗（内田） 加藤哲理（山田） 田澤晴子（安田） 内藤李香（藤野） 百木漠 （田崎） 

13:00- 

15:00 

Ｅ 社会民主主義

の再検討 

Ｆ 政治哲学の 

現在 

Ｇ 20世紀の戦争

と平和 

Ｈ ヒュームと 

スミス 
  

15:10- 

17:50 

シンポジウム 

「圏域」の思想 

――ヨーロッパと

アジア 

        

17:50- 

18:50 
総会         

24日

（日） 
          

10:00- 

12:00 
I 戦後思想史再考 

J マルクス主義

の展開 

K 沖縄の〈現在〉

を思想史から 

 とらえかえす 

L 各国、各時代比

較による近代ヨー

ロッパ社会思想史 

記述の試み 

  

13:00- 

13:45 
根津朝彦（中野） 福山圭介（宇城） 遠藤孝（﨑山） 髙橋義彦（初見） 平田一郎 （三島） 

14:00- 

16:00 

Ｍ ソーシャル・ 

キャピタルと 

福祉自治 

Ｎ マルクスを 

再考する 

Ｏ 制度の政治 

思想史 

Ｐ １８・９世紀ドイ

ツの社会経済

思想 

Ｑ 奨学金給付の

思想 

 

 

＊10月22日（金）17：00- 幹事会（16号館1階 第3会議室） 

＊10月23日（土）19：00- 懇親会（19号館 地階） 
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2010年10月23日（神奈川大学） 

2010年度 社会思想史学会総会 議題 

 

１．議長選出 

 

２．報告事項 

 

（1）新規役員の紹介 

 

（2）会員の異動について 

 

（3）会費納入状況について 

 

（4）第35回および第36回大会について   

 

（5）本年度および次年度以降の『社会思想史研究』について 

 

（6）自動退会について 

 

（7）その他 

  

３．審議事項 

 

（1）2009年度決算および会計監査報告 

 

（2）2010年度予算 

 

（3）大会セッションについて 

 

（4）研究奨励賞について 

 

（5）その他
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10 月 22 日（金） 

 17：00～19：00 幹事会 16 号館 1 階 第 3 会議室 

10 月 23 日（土） 9：00～ 23 号館 2 階・3 階 

 

 -------------------------------------------9：00～11：00 セッション--------------------------------------------- 

 

A 1968年と出来事の哲学                                                         【201】 

世話人：佐藤嘉幸（筑波大学） 

発表者：箱田徹（立命館大学 GCOE「生存学」PD 研究員）、佐藤嘉幸（筑波大学） 

ディスカッサント：小泉義之（立命館大学） 

 

B ハンナ・アーレントの思想の再検討                                                【301】 

世話人：対馬美千子（筑波大学）  

 報告者：阿部里加（一橋大学社会学研究科博士課程）、対馬美千子（筑波大学） 

 討論者：小山花子（信州大学、非会員） 

 

C 「人間」概念の変容と生命倫理                          【203】 

世話人・司会：高草木光一（慶應義塾大学）                                               

報告者：長沖暁子（慶應義塾大学） 

討論者：米本昌平（東京大学先端科学技術研究センター）、Ｘ（AID によって生まれた当事者） 

 

D 自由主義思想の射程 市場の論理とデモクラシーの論理――ナイトとハイエクの対話  【204】 

世話人：中澤信彦（関西大学）  

報告者：佐藤方宣（大東文化大学）、太子堂正称（東洋大学） 

討論者：桂木隆夫（学習院大学、非会員） 

 

-------------------------------------------11：10～11：55 自由論題報告--------------------------------------------- 

 

戦時期日本における「協同体」論と国民統合―三木清における「社会性」の問題との関連を中心に        

【201】 

報告者：奥村勇斗（慶応義塾大学経済学研究科博士課程） 

司会：内田弘（専修大学） 

 

ハンス‐ゲオルグ・ガーダマーとチャールズ・テイラー――解釈学的政治理論の諸相    【301】 

報告者：加藤哲理 （京都大学法学研究科助教） 

司会：山田正行（東海大学） 

  

柳田国男における「固有信仰」とキリスト教                           【203】 

報告者：田澤晴子（名古屋大学大学院博士課程） 

司会：安田常雄 （国立民俗学博物館） 

 

「虚偽意識」とイデオロギー的性格 

――アドルノにおける「音楽活動」をめぐる考察                   【204】 

報告者：内藤李香（早稲田大学大学院博士後期課程） 
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司会：藤野寛（一橋大学） 

 

近代における「労働」の変容――アーレントとマルクスの労働思想比較から          【210】 

報告者：百木漠（京都大学大学院人間・環境学研究科博士後期課程） 

司会：田崎英明（立教大学）  

 

11：55～13：00 昼食 

 

-------------------------------------------13：00～15：00 セッション--------------------------------------------- 

 

E 幹事会企画セッション   社会民主主義の再検討                                  【201】 

司会：長尾伸一（名古屋大学） 

報告：住沢博紀（日本女子大学） 

討論者：田中拓道（一橋大学） 

 

F 政治哲学の現在                                                               【301】 

世話人：小田川大典（岡山大学）、井上彰（群馬大学）、松元雅和（島根大学） 

司会：小田川大典（岡山大学） 

報告：遠藤知子（慶応義塾大学）、上原賢司（早稲田大学）、山下孝子（慶應義塾大学、非会員） 

討論：小田川大典（岡山大学）、五野井郁夫（立教大学、非会員） 

 

G 20世紀の戦争と平和―戦争違法化論の位相                                      【203】 

世話人：川田稔（名古屋大学） 

報告者：川田稔（名古屋大学）、亀嶋庸一（成蹊大学）、太田義器（摂南大学） 

 

H ヒュームとスミス（スコットランド啓蒙思想研究）                                【204】 

世話人：篠原久（関西学院大学） 

 報告者：坂本達哉（慶應義塾大学） 

討論者：壽里竜（関西大学） 

 

----------------------------------15：10～17：50 シンポジウム 23号館 201教室------------------------------ 

 

〈圏域〉の思想――ヨーロッパとアジア 

報告：大竹弘二（南山大学） 

    「国家、ライヒ、ヨーロッパ――カール・シュミットの広域秩序構想をめぐる諸問題」 

    石井知章（明治大学） 

    「１９３０年代のアジア社会論・再考――ゲノッセンシャフト概念を手がかりにして」 

討論：杉田 敦（法政大学） 

司会：鵜飼 哲（一橋大学） 

 

17：50～18：40   総会 23 号館 201 教室 

 

19：00～      懇親会 19 号館 地階 神奈川大学生協食堂 
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10 月 24 日（日） 

 

-------------------------------------------10：00～12：00 セッション--------------------------------------------- 

 

I 戦後思想史再考                                【201】 

世話人：中野敏男（東京外国語大学） 

司会：初見基（日本大学） 

報告者：中野敏男（東京外国語大学）・三島憲一（東京経済大学） 

 

J マルクス主義の展開                              【301】 

報告者：鈴木富久（桃山学院大学） 

コメンテーター：川上恵江（元熊本大学） 

世話人：太田仁樹（岡山大学） 

 

K 沖縄の＜現在＞を思想史からとらえかえす―歴史、現在、そして新たなる世界史へ―  【203】 

世話人：森宣雄（聖トマス大学）  

報告者：長元朝浩（沖縄タイムス） 

討論者：﨑山政毅（立命館大学）、冨山一郎（大阪大学） 

 

L 各国、各時代比較による近代ヨーロッパ社会思想史記述の試み            【204】 

世話人：長尾伸一(名古屋大学) 

報告者：王寺賢太（京都大学人文科学研究所） 

 討論者：堀田誠三（福山市立女子短期大学） 

 

-------------------------------------------13：00～13：45 自由論題報告--------------------------------------------- 

 

荒瀬豊のジャーナリズム思想                            【201】 

報告者：根津朝彦（日本学術振興会特別研究員 PD） 

司会：中野敏男（東京外国語大学） 

 

アルチュセール派のマルクス論――『資本論』第 1巻第１部に即した問題構成の解明    【301】 

報告者：福山圭介（一橋大学大学院社会学研究科後期博士課程）                 

司会：宇城輝人（福井県立大学） 

 

アレント、ネグリ、アガンベン――現代思想における労働観と政治            【203】 

報告者：遠藤孝（中央大学大学院法学研究科博士後期課程政治学専攻） 

司会：﨑山政毅（立命館大学） 

 

カール・クラウスと中欧――第一次世界大戦期におけるハインリヒ・ラマシュとの関連から 【204】 

報告者：髙橋義彦（慶應義塾大学法学研究科後期博士課程） 

司会：初見基（日本大学） 

 

ナショナリズムにおけるエスニックな要素の意味                   【210】 

報告者：平田一郎（関西外国語大学短期大学部）  

司会：三島憲一（東京経済大学） 
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-------------------------------------------14：00～16：00 セッション--------------------------------------------- 

 

M ソーシャル・キャピタルと福祉自治                       【201】 

世話人：髙山裕二（早稲田大学） 

報告者：髙山裕二（早稲田大学）、田村健一（早稲田大学） 

討論者：坂本治也（関西大学） 

 

N 幹事会企画セッション  マルクスを再考する 『資本論』の意味を問う              【301】 

報告者：白井聡（多摩美術大学）、川村哲也（神奈川大学） 

 コメンテーター：竹永進（大東文化大学） 

司会：的場昭弘（神奈川大学） 

 

O 制度の政治思想史                                                              【203】 

世話人：太田義器（摂南大学）、小田川大典（岡山大学）、安武真隆（関西大学） 

司会：太田義器（摂南大学） 

報告：犬塚元（東北大学）、古城毅（東京大学大学院） 

討論：木村俊道（九州大学、非会員）、堤林剣（慶応大学、非会員） 

 

P １８・９世紀ドイツの社会経済思想                                               【204】 

世話人：原田哲史（関西学院大学）・大塚雄太（名古屋大学） 

報告者：伊坂青司（神奈川大学）・滝口清栄（法政大学非常勤講師） 

討論者：高柳良治（國學院大学［名］） 

司会：原田哲史 

 

 

Q 続・奨学金給付の思想―認知資本主義における新しいラッダイトの神話政治            【210】 

世話人：仲田教人（早稲田大学政治学研究科）  

報告者：入江公康（明治学院大学他非常勤講師）、栗原康（武蔵野学院大学非常勤講師） 

白石嘉治（上智大学非常勤講師）



 

 



 

 

学会事務局からの連絡とお願い 

 

 本年度大会プログラム・報告集、2010年度年報（第34号）をお送りいたします。また大会参加

確認用ハガキ、大会懇親会および弁当注文用振込用紙もあわせて発送させていただきます。 

 

◆ 会費納入のお願い 

 まだ納入されていない方は、同封の振込用紙を用いてお振込みくださいますようお願いいたしま

す（お振込みと事務処理が前後する場合があります）。学会費は一般会員9,000円、非定職会員

（大学院生・非常勤講師・退職者等）6,000円です。納入超過の場合は来年度に繰越させていた

だきます。 

 

◆ 印刷物の配布について 

 大会中、報告等で印刷物の配布をされる方は、各自製作の上、報告会場まで直接ご持参ください。

受付では一切のコピーをいたしません。ご協力くださいますようお願いいたします。 

 

◆ 大会報告集およびプログラムのホームページ掲載 

本年度も大会報告集をＰＤＦ形式で学会ホームページに公開しております。その他、大会に関す

る最新情報も学会のホームページで公開しております。社会思想史学会のホームページURLは 

http://www.soc.nii.ac.jp/shst です。 

 

◆セッション報告書提出のお願い    

 セッションを良好に運営するためにさしあたり、今年度のセッション世話人に、大会後に報告書

を提出してもらうようお願いすることが2010年度第2回幹事会で承認されました。 

参加人数概数などをニューズレターに、またホームページ掲載用に4000字以内での報告書の作

成をお願いいたします。後者の締め切りは1月末日となっております。御協力よろしくお願いい

たします。またこの件に関しましては、来年度以降は必須の義務とするよう、今年度の総会で承

認を求めることが同幹事会で提案され、了承されました。 

 

◆ 『社会思想史研究』バックナンバーの割引販売 

 『社会思想史研究』第28号、第29号、および第30号を大会当日に割引販売いたします。一部

につき950円です。また、2010年度末まで郵送でも販売いたします（メールで事務局宛にお申

し込みください）。この場合は、一部につき950円＋郵送・梱包費200円です。お手許にない方

はこの機会をぜひ御利用くださいますようお願いいたします。 

各号の詳しい内容については学会ホームページをご覧ください。 

 



 

 

大会開催校からの連絡とお願い 

 

◆印刷物の配布について 

大会中、報告等で印刷物の配布をされる方は、各自製作の上、報告会場まで直接御持参ください。

期間中、受付では一切のコピーをいたしません。 

 

◆10月23日（土）の懇親会は午後７時より、神奈川大学１９号館地階生協食堂にて開催されます。

懇親会費は5,000円です。参加される方は、大会参加確認用ハガキの該当箇所をチェックの上、

10月10日までにご投函ください。また代金は以下の大会開催校郵便貯金口座に、同封した振込

用紙で10月10日までに御入金ください。 

 

郵便振替口座  

口座番号：００２４０－６－５３４４６ 

名義：的場昭弘 

 他行からの振込みの場合は、 

  ゆうちょ銀行  ０２９（ゼロニキュウ）店  当座  口座番号 ００５３４４６ 

 

◆昼食（弁当予約）について 

 ご希望の方には開催校側で10月23日（土）と24日（日）の昼食用として弁当を御用意いたし

ます。価格は各1,000円です（税込み）。ご希望の方は振込用紙の通信欄の該当箇所をチェックし、

合計金額を上記の口座に、同封した振込用紙で10月10日までに御入金ください。 

 

したがいまして、「郵便振替（口座名義 的場昭弘）」への振り込み金額は 

1,000円（1食のみ、懇親会不参加） 

2,000円（2食のみ、懇親会不参加） 

5,000円（弁当なし、懇親会参加）  

6,000円（1食、懇親会参加） 

7,000円（2食、懇親会参加）のいずれかになります。 

 

◆大会受付 

 大会受付は、10月23日（土）23号館一階入り口になります。 

参加者はまず、こちらの窓口で受付をしてください。 
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